
花
粉
は
語
る

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
特
徴
で
あ
る
低
地

遺
跡
の
魅
力
は
、
泥
炭
層
の
中
に
豊
富
な

情
報
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
平
成
20

年
の
調
査
で
は
、
ま
ず
土
中
の
花
粉
を
分

析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
縄
文
時
代
中

期
に
ム
ラ
が
営
ま
れ
る
と
、
低
地
に
は
ク

ル
ミ
林
が
、
台
地
上
に
は
ク
リ
や
ド
ン
グ

リ
の
林
が
広
が
り
、
ウ
ル
シ
の
栽
培
も
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
後
期
に

な
る
と
気
候
の
寒
冷
化
に
伴
い
、
ト
チ
ノ

キ
林
が
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
も
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

花
粉
は
ム
ラ
の
植
生
と
そ
の
変
化
を
明

確
に
物
語
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

ク
ル
ミ
塚
の
不
思
議

低
地
の
調
査
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
構

が
確
認
さ
れ
る
中
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
貝
塚
な
ら
ぬ
ク
ル
ミ
塚
で
す
。
ク
ル
ミ

塚
は
６
か
所
点
在
し
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ

た
ク
ル
ミ
核
（
殻
）
の
多
く
は
人
が
石
で

割
っ
た
も
の
で
し
た
。
明
ら
か
に
縄
文
人

が
食
べ
た
痕
跡
で
す
。
ま
た
、
ク
ル
ミ
塚

の
土
を
洗
い
出
す
と
、
ニ
ワ
ト
コ
・
マ
タ

タ
ビ
属
・
ク
ワ
・
ブ
ド
ウ
属
な
ど
、
多
様

な
ベ
リ
ー
類
の
種
子
を
多
く
含
ん
で
い
ま

し
た
。
縄
文
人
が
酒
や
シ
ロ
ッ
プ
を
作
っ

て
い
た
可
能
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
ク
ル
ミ
塚
は
縄
文
人
の
食

や
植
物
利
用
を
知
る
上
で
、
と
て
も
重
要

な
情
報
源
と
い
え
る
の
で
す
。

縄
文
人
の
マ
メ
栽
培

ク
ル
ミ
塚
の
う
ち
、
２
号
ク
ル
ミ
塚
で

は
土
器
片
を
含
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
の
一
片
に
は
、
な
ん
と
ダ
イ
ズ
の
圧あ

っ

痕こ
ん

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
さ
は
１
・
２

セ
ン
チ
で
、
ダ
イ
ズ
の
野
生
種
で
あ
る
ツ

ル
マ
メ
の
倍
以
上
の
大
き
さ
で
す
。
こ
の

圧
痕
は
５
千
年
前
の
関
東
で
、
ダ
イ
ズ
を

栽
培
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
初
め
て

の
事
例
（
※
）
と
し
て
新
聞
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

実
は
、
ク
ル
ミ
塚
で
は
炭
化
し
た
ア
ズ

キ
の
種
子
も
複
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

も
し
か
し
た
ら
、
縄
文
人
が
納
豆
を
食
べ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
と
、
何

だ
か
親
し
み
が
わ
い
て
き
ま
す
ね
。

　大宮台地の北部に位置する北本市は、とても遺跡の多い
まち。人々は旧石器時代からこの地に暮らし、縄文時代に
は各所でムラが営まれました。中でもデーノタメ遺跡は全国
に知られた縄文時代の遺跡です。全５回の連載で、国指定
史跡を目指すこの遺跡の魅力に迫ります。

土器についたダイズの圧痕

２号クルミ塚

問文化財保護課（☎ 594-5566）

※野生種では見られない大きさで、栽培ダイズに近いサイズであることから、縄文人の手によりダイズの栽培が行われていたと考えられる。

市　民市　民
ギャラリー

民
ちょっと

ブレイク

北
本
写
真
ク
ラ
ブ

大島裕子さん
「大安吉日」

満  

点

工藤秀樹さん
「蜉
かげ

蝣
ろう

」

広原直子さん
「はじまり」

原山千恵子さん
「何みてる？」

せ
せ
ら
ぎ
短
歌
会

お
知
ら
せ

募

集

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

保
健
・
子
育
て

安
心
・
安
全

ま
ち
の
話
題

掲
示
板

注
目
情
報
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南
みなみがわ

川憲
けん

二
じ

さん　荒
こうじん

神明
はる

香
か

さん　増
ます

井
い

宏
ひろ

文
ふみ

さん

北本というまちが「何かやらなきゃ」というモチベーションをくれる

この　 に
いたい

人
会

北本の Key Person

現代アートチーム
目 [mé]

公園を散歩するように、営みを「みる」ことを楽しんでほしい

北本市内のアトリエを拠点に活動する、アーティストの荒神明
香さん、ディレクターの南川憲二さん、作品を形にするインス
トーラーの増井宏文さんの３人を中心とした現代アートチーム。
今年、さいたま国際芸術祭 2023 のディレクターを務める皆さ
んに、作品づくりと、芸術祭の見どころを伺いました。
主な作品：さいたまトリエンナーレ 2016『Elemental Detection』/
TokyoTokyo FESTIVAL スペシャル 13『まさゆめ』など。

さいたま国際芸術祭2023
開催中～12 月 10 日（日）まで

テーマ：「わたしたち」
国内外のアーティストの作品や市
民プロジェクトなど、多彩なプロ
グラムを展開。世界をあらたな目
でもう一度「みる」機会を創り出す。

▲目 [mé] がディレクションを手がける、さいたま国際
芸術祭 2023 のメイン会場（旧市民会館おおみや）

公式ホームページ

北
本
と
の
縁

南
川
：

目[m
é]

の
作
品
づ
く
り
に
つ
い
て

南
川
：

荒
神
：

南
川
：

10
年
目
の
新
た
な
挑
戦
、

「
さ
い
た
ま
国
際
芸
術
祭
」
を
つ
く
る

南
川
：

目[m
é]

が
投
げ
か
け
る
、

世
界
を
「
み
る
」
と
い
う
体
験

南
川
：
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